
長期モニタリングからみえる知床の実態
知床の自然環境（陸・川・海）やその利用状況の変化を正確に把握するため、37項目

にわたるモニタリングが2012年に始まりました。モニタリング結果は、健康診断表（下
図）のような形にまとめられています。
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知床科学委員会 ぶしん ん

知床の自然環境（陸・川・海）やその利用状況の変化を正確に把握するため、37項目
にわたるモニタリングが2012年に始まりました。モニタリングの結果は、健康診断表（
下図）のような形にまとめようとしています。
これまでのモニタリングの結果から、問題点も浮かび上がってきました。（裏面参照）

世界自然遺産地域である知床の自然環境について、適切な保護管理策を検討するための
「知床世界自然遺産地域科学委員会」の会議が標津町で開催されました（2020年度第１
回：8月28 日）。本会議は毎年2回開催され、自由に傍聴可能です。

※詳細は知床データセンターHPをご参照ください。
長期モニタリング計画について：http://shiretoko-whc.com/management/monitoring.html
評価手法：http://shiretoko-whc.com/data/meeting/kagaku_iinkai/r01/shiretoko_R0102_shiryo3-2.pdf

長期モニタリングからみえる知床の実態

※現在検討中
の案です(一例)

知床世界自然遺産地域
科学委員会 NO.18
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●しんぶんのバックナンバー、会議や知床世界自然遺産地域の情報を更に知りたい方は下記HPへ
知床データセンター：http://dc.shiretoko-whc.com/

■問合せ先■ 環境省釧路自然環境事務所

〒085-8639　北海道釧路市幸町 10-3 釧路地方合同庁舎 4 階 TEL 0154-32-7500  FAX 0154-32-7575

長期モニタリングの10年から見えてきた問題点

なかなか回復しない知床の植生※！

海鳥が減っている?

　　　　　シカの強い採食圧は植生を劣化させる
　　　　　ため、半島内の複数地区で個体数調整(捕
　　　　　獲)を実施しています。
草原は少しずつ回復していますが、目標とする

1980年代以前の状態には至っていません。森林では
稚樹が想定より増えず、次世代の木々が育たない状態
が継続しています。

　　　　　シカの採食圧により、特定の種やお花畑
　　　　　の消失など深刻な環境変化が日本各地で
　　　　　起きています。
知床は海から山まで多種多様な植物が生育し、それ

を多くの動物が利用しています。そのため、植生の劣
化は、知床の自然そのものを変化させてしまいます。

カモメやウは沢山いるように感じま
すが、実は世界遺産エリア内では巣の数
が過去10年で急速に減少しています。そ
の原因は、はっきりしていません。

海鳥は海洋の様々な生き物を大量に
捕食し、陸上でそれを排泄（窒素やリン
を供給）します。そのため、海と陸の生態
系に影響を与えるかもしれません。

エゾシカによる広葉樹の食害・枯死

海鳥の減少により海と陸の生態系にも影響？

愛知県出身。東北大学を卒業後、北海道立
網走水産試験場、中央水産試験場（余市）、稚
内水産試験場に勤務。専門は水産資源生態。
現職は北海道立総合研究機構水産研究本

部中央水産試験場資源管理部研究部長。

科学委員会に
新しく山口委員
が加わりました

※植生：ある地域に集まり生育する植物の集団
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減少しているオオセグロカモメ(左上)とウミウ(右下)
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